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 エンタープライズ系ソフトウェアの開発プロジェクトは、プロジェクトメンバが多く、

作業や成果物が膨大であり、また、作業にあたって参照する資料が膨大なために、効率的

なプロジェクト管理を支援するシステムが必要となります。私たちは、作業や成果物に関

連する多くの情報を相互に関連付けして一元管理するための WBS モデルの作成と、その

WBS モデルを利用したプロジェクト管理システム「プロナビ」を開発し、現場への適用を

進めてきました。 

 WBS はプロジェクトで遂行する作業を、成果物に着目して管理しやすいレベルまで細分

化した階層図ですが、WBS の構成要素である各作業に対し、担当者、成果物、スケジュー

ルと実績、作業遂行に際して参考にする資料等の情報を付加したものをプロナビ WBS と

呼びます。プロナビでは、プロナビ WBS の管理及び成果物の構成管理や参考資料の文書

管理をサポートしており、プロジェクトの管理者や開発者は、PC 上の Web 環境からほと

んどの作業を遂行できるので、効率よいプロジェクト管理を実現できます。 

 プロナビは 2000 年 3 月から現場での適用を開始しており、これまで累計で約 3,000、常

時 500 を超えるプロジェクトが適用しています。プロナビを利用したプロジェクト管理者

にアンケートやヒアリングを実施しましたが、ほぼ全員が満足しており、特にプロジェク

ト状況や成果物等の情報の一元管理を高く評価している人が約半数いることを確認できま

した。 
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